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飯田・リニア駅前広場プラットフォーム
-振り返り通信 第3号

• 12/17（水）にムトスぷらざにて、飯田・リニア駅前広場プラットフォームの第3回会議を開催しました。
• 第2回会議（3/27開催）以降の検討経過として、事務局よりWGにおける検討状況や、リニア駅周辺整備の
工事状況等についてご報告いたしました。

第3回会議 開催概要

日時 2025年12月17日（水）15時30分〜16時30分

会場 ムトスぷらざ 3階 大会議室 A・B

参加者数 約60名

第3回会議の様子

 飯田市リニア整備課より、
第2回会議(3/27)以降の経過として、リニア駅
周辺整備関連工事の進捗状況や、リニア駅前広
場交流施設(仮称)の建設についてご報告いたし
ました。

 NTTデータ経営研究所より、第2回会議(3/27)
以降の検討経過として、本年度特に注⼒して検
討している管理・運営事業体への参画を希望す
るプラットフォーム会員間の協議(WG)における協
議状況をご報告いたしました。

 飯田・リニア駅前広場プラットフォームとは、市⺠や地元事業者等の
多様な関係者が自由に参加し、 飯田・リニア駅内での管理・運営
事業体の設⽴・運営に向けた議論の他、飯田・リニア駅を中⼼とし
た飯田・下伊那地域の活性化に寄与する取組の創出を促す「エコ
システム」の形成を目指す組織です。

飯田・リニア駅前広場プラットフォームとは…

主な
プログラム

1. 開会挨拶
2. WGにおける検討状況の報告
3. リニア駅周辺整備の工事状況等について
4. 質疑応答

WGにおける検討
状況の報告

リニア駅周辺整備
の工事状況等に
ついて

報告内容の詳細は各資料をご参照ください。
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質疑応答

 管理事務所はリニア⾼架下空間に設ける想定であったとのことだが、
管理棟は仮設なのか。また北側にトイレは整備されるのか。

Q1｜管理事務所・トイレ整備について

A1
 広場と一体的に施設整備を進める考えであり、仮設を前提としたも

のではありません。また、北側の多目的広場にトイレを整備する想定
としています。

 飯田市の「時間が⽌まったような」魅⼒はインバウンドにも訴求⼒があ
る一方、地場産品は本来その地域にあることに価値がある。交通手
段を整え、地域全体に良い影響を与えることが重要ではないか。また、
大屋根は国内でも極めて難易度の⾼い施設であり、目的来訪も想
定される中で、今後の課題も踏まえつつ前向きに捉えている。

Q2｜管理・運営事業体の理念・基本⽅針について

 広場・大屋根の象徴性を活かしつつ、地域全体への波及や将来的
な課題も⾒据えながら、取り組んでいきます。

 事業形態として「コンソーシアム」とあるが、どのような形態を想定して
いるのか。また、指定管理は一部供⽤段階までを含むのか。

Q3｜管理・運営事業体の事業形態・指定管理について

 事業形態については現時点では確定しておらず、株式会社設⽴、
共同事業体、コンソーシアムなどの可能性を含めて、WGで検討して
います。指定管理についても選択肢の一つとして認識しており、導入
手法や期間については今後の議論事項としています。

 中核推進WGの構成や、今後の参加者増減の可能性について伺
いたい。

Q4｜中核推進WGと設⽴準備会・事業体の関係について

 WGは可変性を持たせた構成としており、参加者数が増減する可能
性があります。ただし中核推進WGについては事業体の中核を担うメ
ンバーを想定しているため自由参加ではなく、協議を重ねながら参画
いただく形とし、設⽴準備会を一つの節目と考えています。

 観光客は公共交通を利⽤するケースが多く、観光地間アクセスに課
題がある。リニア駅を交通ハブとし、来訪者目線での動線やインバウ
ンド対応を含めたサイン計画が重要ではないか。

Q5｜二次交通・サイン計画について

 二次交通は非常に重要な要素であり、リニア駅を交通ハブとして周
辺地域へ誘導していく考えです。既存の検討会議体と連携しながら、
インバウンド対応やユニバーサルデザインの観点も踏まえ、サイン計画
の検討を進めていきます。
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第3回プラットフォーム会議の様子
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飯田・リニア駅前広場プラットフォーム
-会員登録のご案内
• 「飯田・リニア駅前広場プラットフォーム」は会員を募集しております。既に企業・団体会員42団体※１、個人会

員33名にご入会いただいております（2025年12月16日時点）。
• 管理・運営事業体への参画にはプラットフォームへの会員登録が前提となる他、現在実施している事業者向け

WGはプラットフォームに会員登録していただいている方を対象にご案内させていただきます※２。
• プラットフォームへの会員登録は、以下のフォームよりお願いいたします。皆さまのご登録をお待ちしております。

1. 名称︓
飯田・リニア駅前広場プラットフォーム

2. 目的︓
市⺠や地元事業者等の多様な関係者が⾃由に参加し、 飯田・リニア駅内での管理運営事業体の設⽴・運営に向けた議論の他、飯田・リニア駅を
中心とした飯田・下伊那地域の活性化に寄与する取組の創出を促す「エコシステム」の形成を目指す

3. 会員︓
本プラットフォームの目的に賛同する「個人会員」と「企業・団体会員」によって組織する

4. 年会費︓
無料

5. 会員登録方法︓
Google Formsからの登録https://forms.gle/6pc81JvsiMWJHe978

6. 事務局︓
飯田市リニア推進部リニア整備課、株式会社NTTデータ経営研究所

※１︓⼀つの企業・団体から複数人登録されている場合は、1企業・団体としてカウントしています。
※２︓「ながの電⼦申請」から第3回会議に参加手続きを実施いただいた方については、「登録を希望しない」にチェックを入れられた方を除き、会員として登録させていただいております。


